
茶園の基盤整備区域検討に水土里情報システムを活用した事例について

静岡県、水土里ネット静岡

取組概要

水土里情報活用ニューズ・レター
第１３０号

今回紹介する団体：

内容： 県内茶産地の茶園情報（傾斜度、耕作状況、基盤整備状況等）の可視化を
することにより、基盤整備による効果が見込まれる地域を明らかにし、政策的
に基盤整備を推進する区域の選定に活用

経緯： 県内には耕作道が狭小で小区画・不整形な茶園が数多く存在しており、農
作業の省力化が困難な状況である。
農業の競争力を強化するため、茶の生産においては、茶園の大規模集約

型や低コスト化を目指した乗用型茶園管理機等の大型機械の導入を可能と
する基盤整備が必要となっている。このような中、静岡県では土地改良法の
改正を受けて、農地中間管理事業との連携のもと、行政主導で基盤整備を
進める取組を強化している。
そこで今回、GISに登録されている筆ポリゴンを活用して、茶園の位置や耕

作状況の確認、国土地理院5mメッシュ標高データをもとに傾斜勾配の算定

行い、政策的に基盤整備を推進する区域を検討するための資料を作成した。
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今後の活用予定

期待される効果

・茶園（耕区）の標高や傾斜勾配、傾斜方向を把握できる。

・視覚的でわかりやすい資料を作成でき、基盤整備実施区域の検討作業の迅速化
が図れる。

・茶園の集積・集約化を促進し、農作業の効率化、生産コストの縮減につながる。
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農林水産省農村振興局整備部設計課計画調整室（愛宕、沖） 03-6744-2201（直通）

■お問い合せ先

静岡県土地改良事業団体連合会 施設管理課 054-255-5151

ＧＩＳシステムのバージョン情報

GISアプリ ： [データ作成] SIS MapModeller 8.0 [データ共有] GC Planets 3.2

GISエンジン ： [データ作成] SIS 8.0 [データ共有] GeoConic 3.2

・関係機関と情報共有を図るとともに、地権者の営農意向や担い手の耕作茶園、茶
工場との位置関係等を踏まえて、基盤整備により生産性の拡大や農地集積が見
込まれる地域を選定し、事業化に向けた計画・調整に行っていく。
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